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冒
頭
で
紹
介
し
た「
サ
ダ
コ
」は
、
第
８
代

の
元
国
連
難
民
高
等
弁
務
官（
就
任
期
間
１

９
９
１
〜
２
０
０
０
年
）の
緒
方
貞
子
さ
ん

に
由
来
す
る
ら
し
い
。
ほ
か
に
も「
マ
サ
コ
」

「
ユ
ミ
コ
」な
ど
献
身
的
に
働
く
日
本
人
女
性

職
員
の
名
を
授
か
っ
た
難
民
の
子
ど
も
も
い

る
。

「
日
本
の
女
性
の
力
は
す
ご
い
。
難
民
の

心
に
寄
り
添
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
か
ら
で

す
」国

連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所（
Ｕ
Ｎ
Ｈ

Ｃ
Ｒ
）は
１
９
５
０
年
に
創
設
。
紛
争
・
迫

害
で
故
郷
を
追
わ
れ
た
難
民
保
護
な
ど
を
目

指
し
、
難
民
の
自
主
的
帰
還
、
庇
護
国
や
第

三
国
へ
の
定
住
に
尽
力
す
る
。
活
動
資
金
は

ほ
と
ん
ど
各
国
の
任
意
拠
出
金
と
民
間
の
寄

付
に
頼
る
。
過
去
、
５
千
万
人
を
支
援
。
現

在
、
職
員
約
６
３
０
０
人
が
１
１
０
ヵ
国
以

上
で
活
動
。
援
助
対
象
者
は
約
３
１
７
０
万

人（
07
年
末
現
在
）。
難
民
や
国
内
避
難
民
が

多
く
、
地
域
は
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
が

多
い
。
01
年
に
は
、
米
国
女
優
ア
ン
ジ
ェ
リ

ー
ナ
・
ジ
ョ
リ
ー
が
親
善
大
使
と
な
り
、
シ

オ
ラ
レ
オ
ネ
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
20
ヵ
国
以

上
を
訪
問
し
て
い
る
。

協
会
は
、
こ
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

よ
う
と
、
民
間
の
公
式
支
援
窓
口
と
し
て
00

年
10
月
に
設
立
さ
れ
た
。
現
在
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
。
別
名
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
国
内
委
員
会
。
Ｕ

Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
駐
日
事
務
所
と
連
携
す
る
。
フ
ラ

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
に
も
同
様
の
国
内
委
員
会

が
あ
る
。

赤
野
間
理
事
長
は
発
足
時
に
就
任
。
出
版

人
と
し
て
国
際
的
に
活
躍
す
る
過
程
で
国
連

と
も
近
し
く
な
っ
た
。

「
難
民
救
済
に
特
化
し
て
い
る
点
で
、
Ｕ

Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
は
目
的
が
明
確
。
最
も
国
連
ら
し

い
機
関
で
す
。
職
員
は
す
ぐ
現
場
に
飛
ん
で

い
く
。
頭
が
下
が
り
ま
す
」

協
会
の
使
命
は
、
基
本
的
に
は
広
報
と
募

金
活
動
。
年
間
１
０
０
０
億
余
円
の
本
部
通

常
予
算
の
う
ち
、
約
１
割
の
約
１
０
０
億
円

を
民
間
か
ら
拠
出
す
る
の
が
目
標
だ
と
い

う
。「
世
界
で
何
か
大
災
害
な
ど
が
起
き
る

と
、
我
々
は
即
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど

に
協
力
を
求
め
る
」と
話
す
。

今
、
協
会
が
サ
ポ
ー
ト
の
必
要
を
痛
感
し

て
い
る
の
は
、
ア
ジ
ア
の
難
民
た
ち
だ
。
ミ

ャ
ン
マ
ー
や
ブ
ー
タ
ン
か
ら
の
難
民
、
そ
し

て
中
国
・
四
川
省
の
大
地
震
に
よ
る
被
災
者

…
…
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
は

90
年
代
初
頭
か
ら
援
助
活
動
を
し
て
き
た
た

め
、
サ
イ
ク
ロ
ン
被
害
発
生
後
、
す
ぐ
に
Ｕ

Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
職
員
70
人
が
派
遣
さ
れ
、
蚊
帳
、

生
理
用
品
、
毛
布
、
テ
ン
ト
な
ど
を
被
災
者

に
支
援
。
こ
の
た
び
の
四
川
大
地
震
で
は
、

１
万
５
０
０
０
張
の
テ
ン
ト
を
渡
し
た
。

「
難
民
と
は
、
こ
の
世
で
最
も
不
幸
な
人

た
ち
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
帰
る
国
が
な

い
の
で
す
か
ら
。
た
だ
、
不
幸
だ
け
れ
ど
も
、

別
の
人
と
思
っ
て
は
な
ら
な
い
。
同
じ
人
間

な
の
で
す
。
難
民
の
た
め
に
で
は
な
く
、
難

民
と
と
も
に
、
と
信
じ
つ
つ
歩
ん
で
い
る
。

援
助
す
る
側
も
、
さ
れ
る
側
か
ら
勇
気
や
た

く
ま
し
さ
を
も
ら
っ
て
い
る
の
で
す
」と
い

う
。
手
か
ら
手
へ
の
支
援
。
そ
れ
が
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ

Ｒ
や
協
会
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
も
な
っ
て
い
る
。

「
例
え
ば
、
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

渡
す
時
、
男
性
が
女
性
に
こ
う
言
う
の
で
す
。

『
君
の
名
前
で
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
に
５
０
０
ド
ル

募
金
し
た
よ
。
そ
の
感
謝
状
を
贈
る
』と
。

こ
ん
な
イ
ン
テ
リ
な
男
性
と
、
そ
れ
を
受
け

入
れ
る
エ
レ
ガ
ン
ト
な
女
性
が
増
え
て
く
れ

れ
ば
い
い
の
で
す
が
」

イ
ベ
ン
ト
や
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
の
概
念
と
常
に
結
び
つ
け
る
こ
と
も
提
唱

す
る
。

「
社
会
が
あ
り
、
収
入
を
得
て
生
活
で
き
る
。

こ
れ
が
当
た
り
前
の
人
た
ち
が
少
し
で
も
お

返
し
を
す
る
。
愛
と
は
与
え
る
こ
と
で
す
。

普
通
に
生
き
ら
れ
る
こ
と
に
謙
虚
に
な
り
、
感

謝
す
る
。
欲
望
を
抑
え
る
こ
と
で
、
解
決
す
る

問
題
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

ク
ラ
ブ
・
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

周
年
記
念
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ガ
ラ
・
デ
ィ
ナ
ー
の
収
益
金
を
ア
ジ
ア
の
難
民
救
済
に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

ネパールのブータン難民キャンプにて。多くの老人
も難民として避難生活を続けている ©UNHCR

生まれてまだ10日の赤ちゃんを抱いて避難して
いる中国・四川大地震の被災者

UNHCR/N.Behring

伝統的なショールを織る、ネパールのブータン難
民女性 ©UNHCR

UNHCRの仮設テントで束の間の休息をとる東ティ
モール国内避難民の親子 ©UNHCR

スリランカの国
内避難民の親
子。スリランカ
の和平までの道
のりは厳しい
UNHCR/
G.Amarasinghe

難
民
救
済
に
特
化
し
た
最
も
国
連
ら
し
い
機
関

国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）を

広
報
と
募
金
活
動
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す

「
サ
ダ
コ
」と
日
本
名
で
呼
ば
れ
、
振
り
向
い
た
子
ど
も

の
肌
は
黒
く
、
瞳
は
希
望
に
輝
い
て
い
る
…
…
。
難
民

を
支
援
す
る
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
で
働
く
日

本
人
の
献
身
ぶ
り
の
証
左
だ
ろ
う
。
日
本
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ

協
会
は
、
こ
の
事
務
所
を
支
え
る
日
本
の
民
間
組
織
。

赤
野
間
征
盛
・
協
会
理
事
長
に
、そ
の
役
割
を
聞
い
た
。

あかのま・ゆきもり
日本UNHCR協会（国連難民高等弁務官事務所・国内委員会）理事長。早稲田大
学卒。カリフォルニア大学大学院留学。講談社インターナショナル編集長など
を歴任。出版生活40年の国際派。米国滞在歴は通算６年、出張先は45ヵ国に及
ぶ。米ニューオーリンズ名誉市民。

東ティモールで援助物
資を運ぶ ©UNHCR

日
本
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
協
会

﹇
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所

（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）国
内
委
員
会
﹈理
事
長

帰る国を失った難民に寄り添い、平和に寄与する活動に

皆様のご参加をお願いいたします

5

赤
野
間
征
盛
氏

取
材
・
文
／
相
良
あ
き
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